








要約:慢性疾患の思春期の患児を持つ保護者(130 名)および担任の教師(106 名)を対象とし

たアンケート調査の結果から、患児らの学校生活における問題点を明らかにするとともに、

患児らの心理、教育に留意した total care を行っていくうえで重要な存在である担任の

教師の病気の理解度、学校の現状を把握した。その結果、保護者からは教育にからんだ問

題と学校の対応の改善が、教師からは病気の情報提供の場である医療サイドとの連携の充

実が強く望まれていることが明らかとなった。


